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(a)入力画像 (b)処理範囲  (c)高温領域   (d)低温領域 
上段：室温 28℃ 下段：室温 23℃ 
図 1 顔の高温領域，低温領域の抽出結果（白い部分） 
 
    
    
(a)教師データの一例 (b)1st固有顔(c)2nd固有顔(d)3rd固有顔 
上段：温度画像 下段：可視画像 


































             
(a)入力画像 (b)高温領域 (c)特徴領域 (d)論理和領域 






図 3 顔温度画像と 1stサーモ固有顔の相関係数 
















Step2 温度レンジ a ≤ t ≤ b を顔領域として背景と分
離する． 
Step3 左右の目頭の幅を w としたとき，左右の目の中
間点を中心として横幅 αw，縦幅 βw の矩形領域を
処理範囲とし，この温度画像を T とする． 
Step4 温度レンジを，a ≤ t ≤ b から a' ≤ t' ≤ b' へ正規化
を行い，温度画像 T' を生成する． 
Step5 画像サイズ U×V の顔輝度画像 F へと変換する． 
Step6 N 枚の異なる室温の顔輝度画像 Fl  
(l = 1, 2, …, N )から，各画素の中央値をとった中央
値画像 M を生成し，データベースに登録する． 
Step7 登録者 P 人すべての登録画像 M (i)  
(i = 1, 2, …, P )を教師データとして PCAを行い， 





Step1 未知の人物 X の顔温度画像が入力されたとき，
顔輝度画像 F (x)を生成する 
Step2 p-tile 法により，顔輝度画像 F (x)，登録画像 M (i)，
1stサーモ固有顔 E のそれぞれの閾値 t (x)，t (i)，te
を求める 
Step3 入力画像 F (x)と登録画像 M (i)に対してそれぞれ 
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(i)から 5つを選択して M (i)を作
成して登録した．また，M (i)作成に用いなかった Fl
(i)を入
力とした．被認証者 8 人，計 48 枚の入力に対して識別を
行い， 




























[2] Daisuke Ukai and Kazuhito Murakami: “Facial 
Identification Using Thermal Features and 
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表 1 個人認証実験結果の一例 
 高温領域のみ 特徴領域のみ 提案手法 
識別率 60.4% 60.4% 77.1% 
 
